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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第61期
第２四半期
連結累計期間

第62期
第２四半期
連結累計期間

第61期

会計期間
自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日

自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日

自  平成22年５月１日
至  平成23年４月30日

売上高 (千円) 8,597,627 8,373,983 17,985,801

経常利益 (千円) 163,699 298,708 556,315

四半期(当期)純利益 (千円) 90,348 266,734 303,822

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △50,100 211,381 195,403

純資産額 (千円) 7,753,773 8,117,386 7,953,108

総資産額 (千円) 15,149,568 14,609,669 15,810,727

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 9.68 28.60 32.58

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 51.14 55.51 50.27

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △505,024 125,555 5,795

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △290,440 825,540 △221,450

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △393,351 △601,268 △512,954

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,084,349 2,890,299 2,543,794

　

回次
第61期
第２四半期
連結会計期間

第62期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年８月１日
至  平成22年10月31日

自  平成23年８月１日
至  平成23年10月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 4.83 16.80

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

４．第61期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社および連結子

会社)が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響により低下した生産活動が、サ

プライチェーンの想定よりも早い回復に伴い持直しの動きが見られるものの、欧米の財政問題に伴う円

高の進行、タイでの洪水被害など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループの主要得意先である自動車関連企業につきましては、震災などの影響による生産の落込

みから回復しつつあり、設備投資についても過剰感は依然として残るものの、下げ止まりつつあります。

このような経済環境のもとで、当社グループは、非自動車分野への売上拡大を図るとともに、電気制御

機器・部品および自社製品の強化に取組み、概ね計画どおり推移しており、機械設備の投資抑制の影響を

最小限に止めることができました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は83億７千３百万円と前年同四半

期に比べ２億２千３百万円(△2.6％)の減収となりましたが、営業利益は、貸倒引当金戻入額１千７百万

円の計上などにより、２億４千８百万円と前年同四半期に比べ４千７百万円(23.8％)、経常利益は、為替

差損３千３百万円の計上などがあったものの、持分法による投資利益５千３百万円の計上などにより、２

億９千８百万円と前年同四半期に比べ１億３千５百万円(82.4％)、四半期純利益は、投資有価証券売却益

６千７百万円の計上などにより、２億６千６百万円と前年同四半期に比べ１億７千６百万円(195.2％)と

それぞれ増益となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

(日本)

日本につきましては、非自動車分野への売上拡大を図るとともに、電気制御機器・部品および自社製品

の強化に取組み、自動車関連企業向けの機械設備の投資抑制の影響を最小限に止めたことにより、売上高

は80億６千４百万円と前年同四半期に比べ１億１千２百万円(△1.3％)の減収となり、営業利益は、貸倒

引当金戻入額の計上などにより１億６千８百万円と前年同四半期に比べ１千２百万円(7.9％)の増益と

なりました。
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(中国)

中国につきましては、自動車関連企業において日系企業向け機械設備が、東日本大震災の影響で延期と

なりましたが、現地企業向けの受注が順調に推移したことにより、売上高は１億４千４百万円と前年同四

半期に比べ５百万円(4.2％)の増収となり、営業利益は、経費の増加などにより７百万円と前年同四半期

に比べ８百万円(△54.3％)の減益となりました。

(タイ)

タイにつきましては、日系の自動車関連企業向けの設備据付工事の受注が順調に推移し、また、自社製

品の強化に取組んだことなどにより、売上高は２億２千５百万円と前年同四半期に比べ１千６百万円

(7.7％)の増収となり、営業利益は、経費削減などにより３千３百万円と前年同四半期に比べ１千１百万

円(49.1％)の増益となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、営業活動により１

億２千５百万円増加、投資活動により８億２千５百万円増加および財務活動により６億１百万円減少し

たこと等により、前連結会計年度末に比べ３億４千６百万円(13.6％)増加し、当第２四半期連結累計期間

末には28億９千万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により得られた資金は、仕入債務の減少による７億２百万円等の資金の減少があったものの、

税金等調整前四半期純利益３億４千４百万円および売上債権の減少による６億６千３百万円等の資金の

増加により、１億２千５百万円となりました。

なお、得られた資金が前第２四半期連結累計期間に比べ６億３千万円増加しましたが、その主な要因

は、仕入債務が減少したことによる資金の減少９億４千万円および債権の譲渡による収入がなかったこ

とによる資金の減少３億８千７百万円等があったものの、税金等調整前四半期純利益の計上による増加

１億８千４百万円および売上債権が減少したことによる資金の増加19億８千７百万円等があったためで

あります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により得られた資金は、有価証券の償還による収入２億円、有形固定資産の売却による収入３

億８千７百万円および投資有価証券の売却による収入１億９千７百万円等の資金の増加により、８億２

千５百万円となりました。

なお、得られた資金が前第２四半期連結累計期間に比べ11億１千５百万円増加しましたが、その主な要

因は、有価証券の取得がなかったことによる資金の増加２億３百万円、有価証券の償還による資金の増加

２億円、有形固定資産の売却による資金の増加３億８千７百万円および投資有価証券の売却による資金

の増加１億８千９百万円等があったためであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により使用した資金は、短期借入金の返済による支出(借入れによる収入を相殺した金額)４

億９千２百万円等により、６億１百万円となりました。

なお、使用した資金が前第２四半期連結累計期間に比べ２億７百万円増加しましたが、その主な要因

は、短期借入金の返済による支出(借入れによる収入を相殺した金額)１億１千７百万円等があったため

であります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１千４百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,125,000

計 40,125,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年10月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年12月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,605,800 9,605,800
大阪証券取引所
JASDAQ

(スタンダード)
単元株式数　1,000株

計 9,605,800 9,605,800― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年８月１日～
平成23年10月31日

― 9,605,800 ― 1,028,078 ― 751,733
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(6) 【大株主の状況】

平成23年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社アート・ギャラリー
富士見

名古屋市千種区富士見台１丁目54番地 1,400 14.57

ビービーエイチ　フォー　フィデ
リティー　ロープライス　ストッ
ク　ファンド
(常任代理人　株式会社三菱東京
UFJ銀行)

40 WATER STREET, BOSTON MA 02109 U.
S.A.
(東京都千代田区丸の内２丁目７番１号)

650 6.76

古　川　佳　明 名古屋市昭和区 312 3.24

竹　田　和　平 名古屋市天白区 287 2.98

古　川　美智子 名古屋市千種区 285 2.96

古　川　雅　隆 名古屋市千種区 205 2.13

ナ・デックス社員持株会 名古屋市中区古渡町９番27号 191 1.98

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 152 1.58

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 144 1.49

尾　崎　博　明 名古屋市名東区 144 1.49

計 ― 3,770 39.24

(注)　上記のほか当社所有の自己株式280千株(2.92％)があります。  

　
(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　

普通株式 280,000 ― 単元株式数　1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式 9,273,000 9,273同上

単元未満株式 普通株式 52,800 ― ―

発行済株式総数 　 9,605,800― ―

総株主の議決権 ― 9,273 ―

　
② 【自己株式等】

平成23年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

株式会社ナ・デックス
名古屋市中区古渡町
９番27号

280,000 ― 280,000 2.91

計 ― 280,000 ― 280,000 2.91

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年８月１日

から平成23年10月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年５月１日から平成23年10月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,596,128 2,910,299

受取手形及び売掛金 6,981,883 6,335,420

有価証券 200,740 2,344

商品及び製品 584,178 658,866

仕掛品 214,078 227,462

原材料 272,799 275,697

その他 385,304 265,100

貸倒引当金 △187,925 △165,228

流動資産合計 11,047,187 10,509,963

固定資産

有形固定資産

土地 1,501,956 1,083,154

その他（純額） 1,248,603 1,057,654

有形固定資産合計 2,750,560 2,140,809

無形固定資産

のれん 22,137 17,393

その他 278,047 241,699

無形固定資産合計 300,184 259,093

投資その他の資産 ※１
 1,712,794

※１
 1,699,803

固定資産合計 4,763,540 4,099,706

資産合計 15,810,727 14,609,669
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年10月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,924,254 5,239,837

短期借入金 1,005,289 512,918

1年内返済予定の長期借入金 106,620 92,640

未払法人税等 14,552 6,507

役員賞与引当金 6,900 6,600

役員退職慰労引当金 58,059 －

その他 395,702 365,321

流動負債合計 7,511,378 6,223,824

固定負債

長期借入金 141,675 102,345

退職給付引当金 7,419 6,203

役員退職慰労引当金 28,558 33,620

資産除去債務 4,635 4,635

負ののれん 54,788 43,384

その他 109,163 78,269

固定負債合計 346,240 268,458

負債合計 7,857,618 6,492,283

純資産の部

株主資本

資本金 1,028,078 1,028,078

資本剰余金 751,301 751,301

利益剰余金 6,442,959 6,663,060

自己株式 △154,187 △154,656

株主資本合計 8,068,151 8,287,782

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 93,292 6,200

為替換算調整勘定 △212,312 △183,524

その他の包括利益累計額合計 △119,020 △177,323

少数株主持分 3,977 6,927

純資産合計 7,953,108 8,117,386

負債純資産合計 15,810,727 14,609,669
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

売上高 8,597,627 8,373,983

売上原価 7,385,964 7,167,545

売上総利益 1,211,663 1,206,437

販売費及び一般管理費 ※
 1,011,280

※
 958,270

営業利益 200,382 248,166

営業外収益

受取利息 10,445 4,979

受取配当金 2,741 3,773

持分法による投資利益 24,249 53,355

受取賃貸料 10,089 9,483

その他 25,981 27,477

営業外収益合計 73,507 99,069

営業外費用

支払利息 11,522 7,093

賃貸費用 4,912 4,798

為替差損 91,434 33,820

その他 2,320 2,815

営業外費用合計 110,190 48,527

経常利益 163,699 298,708

特別利益

債権譲渡益 14,735 －

固定資産売却益 － 5,157

投資有価証券売却益 － 67,976

特別利益合計 14,735 73,133

特別損失

固定資産除売却損 465 26,551

投資有価証券売却損 1,203 －

投資有価証券評価損 12,256 1,047

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4,635 －

特別損失合計 18,561 27,599

税金等調整前四半期純利益 159,873 344,242

法人税、住民税及び事業税 4,222 6,698

法人税等調整額 63,094 67,813

法人税等合計 67,317 74,512

少数株主損益調整前四半期純利益 92,555 269,729

少数株主利益 2,207 2,994

四半期純利益 90,348 266,734
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 92,555 269,729

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △73,419 △80,566

為替換算調整勘定 △23,907 △14,860

持分法適用会社に対する持分相当額 △45,329 37,078

その他の包括利益合計 △142,656 △58,348

四半期包括利益 △50,100 211,381

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △52,281 208,431

少数株主に係る四半期包括利益 2,180 2,949
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 159,873 344,242

減価償却費 108,492 104,226

のれん償却額 4,743 4,743

負ののれん償却額 △11,403 △11,403

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20,826 △17,455

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,000 △300

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,635 △1,215

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,918 △52,997

受取利息及び受取配当金 △13,186 △8,753

支払利息 11,522 7,093

為替差損益（△は益） 56,838 14,512

持分法による投資損益（△は益） △24,249 △53,355

債権譲渡損益（△は益） △14,735 －

固定資産売却損益（△は益） － 20,326

固定資産除却損 465 1,068

投資有価証券売却損益（△は益） 1,203 △67,976

投資有価証券評価損益（△は益） 12,256 1,047

その他の損益（△は益） △435 2,875

売上債権の増減額（△は増加） △1,323,598 663,892

たな卸資産の増減額（△は増加） △164,769 △95,657

リース投資資産の増減額（△は増加） △7,688 6,966

その他の資産の増減額（△は増加） 45,638 15,080

仕入債務の増減額（△は減少） 237,737 △702,997

その他の負債の増減額（△は減少） 39,040 △44,737

小計 △899,796 129,226

利息及び配当金の受取額 13,624 12,168

利息の支払額 △11,083 △6,443

債権の譲渡による収入 387,926 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 4,304 △9,395

営業活動によるキャッシュ・フロー △505,024 125,555

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △40,550 －

定期預金の払戻による収入 21,800 30,727

有価証券の取得による支出 △203,136 －

有価証券の償還による収入 － 200,000

有形固定資産の取得による支出 △28,216 △5,683

有形固定資産の売却による収入 － 387,597

無形固定資産の取得による支出 △42,198 －

投資有価証券の取得による支出 △6,502 △45,229

投資有価証券の売却による収入 7,200 197,151

長期貸付けによる支出 △288 －

長期貸付金の回収による収入 41,586 65,314

その他 △40,135 △4,337

投資活動によるキャッシュ・フロー △290,440 825,540
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △374,650 △492,361

長期借入れによる収入 100,000 14,480

長期借入金の返済による支出 △61,682 △67,790

自己株式の取得による支出 △173 △469

配当金の支払額 △55,967 △46,634

リース債務の返済による支出 △878 △8,494

財務活動によるキャッシュ・フロー △393,351 △601,268

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,467 △3,322

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,196,284 346,504

現金及び現金同等物の期首残高 3,280,633 2,543,794

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,084,349

※
 2,890,299
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【追加情報】

　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　

　
前連結会計年度

(平成23年４月30日)
当第２四半期連結会計期間
(平成23年10月31日)

投資その他の資産 149,862千円 154,948千円

　

　２．債権の譲渡に伴う買戻義務の上限額

　

　
前連結会計年度

(平成23年４月30日)
当第２四半期連結会計期間
(平成23年10月31日)

債権の譲渡に伴う買戻義務の
上限額 267,476千円 214,040千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年５月１日
至　平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年５月１日
至　平成23年10月31日)

貸倒引当金繰入額 45,073千円 △17,455千円

給料及び手当 372,463千円 357,282千円

役員賞与引当金繰入額 2,000千円 6,600千円

賞与 54,268千円 78,895千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,553千円 8,261千円

退職給付費用 27,556千円 29,539千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年５月１日
至　平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年５月１日
至　平成23年10月31日)

現金及び預金 2,123,099千円 2,910,299千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金 △38,750千円 △20,000千円

現金及び現金同等物 2,084,349千円 2,890,299千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年７月27日
定時株主総会

普通株式 55,967 6 平成22年４月30日 平成22年７月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月３日
取締役会

普通株式 46,637 5 平成22年10月31日 平成23年１月17日 利益剰余金

　

３．株主資本の金額の著しい変動

第１四半期連結会計期間から「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号　平成20年３月10日公

表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号　平成20年３

月10日)を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

この結果、期首の利益剰余金が433,853千円減少しております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年７月26日
定時株主総会

普通株式 46,634 5 平成23年４月30日 平成23年７月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年12月６日
取締役会

普通株式 46,625 5 平成23年10月31日 平成24年１月16日 利益剰余金

　

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)

合計
日本 中国 タイ 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 8,127,848120,381209,2238,457,452140,1748,597,627

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

49,578 17,841 ― 67,420 8,457 75,878

計 8,177,427138,223209,2238,524,873148,6328,673,506

セグメント利益 155,64715,544 22,464193,655 9,162 202,818

(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸・保険サービス事業等を含んでお

ります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 193,655

「その他」の区分の利益 9,162

セグメント間取引消去 2,308

のれんの償却額 △4,743

四半期連結損益計算書の営業利益 200,382
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)

合計
日本 中国 タイ 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,974,383132,159224,2428,330,78543,1978,373,983

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

90,145 11,957 1,222 103,325 3,104 106,429

計 8,064,529144,117225,4648,434,11146,3018,480,413

セグメント利益 168,070 7,092 33,494208,657 8,926 217,583

(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸・保険サービス事業等を含んでお

ります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 208,657

「その他」の区分の利益 8,926

セグメント間取引消去 35,326

のれんの償却額 △4,743

四半期連結損益計算書の営業利益 248,166

　

EDINET提出書類

株式会社ナ・デックス(E02011)

四半期報告書

18/21



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日)

１株当たり四半期純利益 9円68銭 28円60銭

  (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 90,348 266,734

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益(千円) 90,348 266,734

    普通株式の期中平均株式数(株) 9,323,909 9,325,812

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第62期(自　平成23年５月１日　至　平成24年４月30日)中間配当については、平成23年12月６日開催の取締

役会において、平成23年10月31日最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、次

のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　中間配当金の総額 46,625千円

②　１株当たり中間配当金 5円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年１月16日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　 　
　

平成23年12月６日

株式会社ナ・デックス

取締役会　御中

　
有限責任監査法人　トーマツ 　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　水　　野　　裕　　之　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　神　　野　　敦　　生　　㊞

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ナ・デックスの平成23年５月１日から平成24年４月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成23年８月１日から平成23年10月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年５月１日から平成23

年10月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナ・デックス及び連結子会社の平成

23年10月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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